
 

新年のご挨拶 
 

メキシコ・日本アミーゴ会 
会長 上原尚剛 

 
皆様明けましておめでとうございます。ご一家お揃いで良いお正月をお迎えの事とお慶び申し上げます。 

 昨年は日本は対外的には尖閣諸島や竹島問題をめぐって中国、韓国との関係が悪化し、国内では年末にな

って衆議院の解散に伴い総選挙が行われるなど慌ただしい年になりました。また、アミーゴ会にとっての悲

しかった出来事は長年当会の副会長として先頭に立って会を引っ張って頂いた桜田 武さんが２月に急逝さ

れた事でした。ここに改めて故人のご冥福をお祈り致します。 
こうした中メキシコでは昨年の私達にとって大きな関心事だった大統領選挙が行われた結果、２期１２年

振りに PRI が政権を奪回し、去る１２月１日に Enrique Peña Nieto 氏が新大統領に就任しました。日本と

メキシコの関係はこれまでも経済を中心に順調に推移して来ましたが、治安の改善と経済活性化を目指す新

政権の下、今後とも日本からの投資が増えて行くと思われ、また豚肉を主とした肉類、アボカドや南瓜等の

野菜や果物等のメキシコ産品は品質にも優れていて知名度も上がって来ている事から年々輸入が増えており、

今後とも両国の経済関係は益々緊密さを増すものと期待されます。 
昨年もアミーゴ会は「アミーゴ会だより」を４回発行して会員の皆様に様々な情報を提供すると共に、歴

史文化講演会も２回開催、７月には横浜でのアレグリア・デ・メヒコへの後援、そして９月にはお台場での

恒例のフィエスタ・メヒカーナにも参加するなどの活動を行って来ました。また、同じく９月に開催された

アミーゴ会西日本の懇親会には東京から代表として笠井道彦さんに出席して頂きました。一方、昨年は東日

本大震災の影響で取り止めた御宿アミーゴ会発足を記念しての懇親会とゴルフ会を４月に開催して交流を深

めて参りましたし、アミーゴ会の懇親ゴルフ会も１０月に清川 CC で開催し、２０名を超える会員が参加さ

れて会員相互の懇親を深めました。御宿についての新たな情報としましては、１０月に Tecamachalco 市の

Rubén Balcázar 市長さん一行が来日して御宿を訪問され、御宿との姉妹都市関係の樹立について打ち合わせ

た結果、双方合意に達したと伺っています。 
また一昨年は震災の影響で取り止めになったリセオの学生さんの訪日は昨年は７月に例年通り再開され、

２６名の学生さんが来日し、会員並びに会員ご紹介のご家庭にホームステイをお引き受け頂きました。お引

き受け頂いた皆様には厚く御礼申し上げます。 
１１月には会の総会後、恒例の会員懇親会を開催、８０名を超す参加者で大変な盛況でした。今年は Heller

大使がご都合つかず、代理として次席の Elia Sosa さんご夫妻が参加され最後まで会員の皆さんと親しく懇

談されていました。 
なお、懇親会の前に開かれた総会で長年事務局長として会の為にご尽力頂いた関口重雄さんが、お仕事の

都合で退任される事になり、代わりに笠井道彦さんが就任される事が承認されました。ここに改めてご報告

申し上げますと共に関口さんにはこれまでのご苦労に対し厚くお礼申し上げる次第です。また後任の笠井さ

んに対しましては、会員の皆さんの暖かいご支援を何卒宜しくお願い致します。 
最後にアミーゴ会としましては今年も「アミーゴ会だより」の発行を初め色々な活動を行って参りますの

で、皆様のご支援を心からお願い申し上げますと共に、今年は政治も落ち着き、経済も上向いて皆様にとり

良い年となりますよう心から祈念して新年のご挨拶とさせて頂きます。              （了） 
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メキシコ・日本アミーゴ会 

会員の皆様へ 

新年のご挨拶 
 

2013 年 1 月 
 

年頭に当りアミーゴ会及び会員

の皆様に心から新年のご挨拶をお

送りしますと共に、アミーゴ会が

日墨関係の深化を目指して手掛け

られる諸活動が大きな成果を挙げ

られる事、並びに会員の皆様のご

健康と弥栄を念願して已みません。 
 日墨のこれまでの多様な人と人

との個々の交流が両国の友情を深

め今日の両国の交流となって現れ

て居り、そしてその個々の交流が

両国の交流の強固な基盤であるこ

とは疑いありません。両国が持つ

近似性と両国の文化の魅力は出会

いの時から両国民を強い絆で結び、

その絆は時の経過と共に強さを増

しました。加えて私達の友好関係

は両国間の淀みない政治的対話、

種々なる国際問題に於ける緊密な

協力や親密なる経済関係、学生や技術者の絶えざる交流、そして科学と技術分野に於いて増え続け

る交流を伴って来ました。 
 アミーゴ会は日墨両国の近似性の明白な見本です。アミーゴ会の会員の皆さんは共通してメキシ

コについて好意を持ち、両国の交流の促進と、日本に於いてメキシコについてのより良い知識を広

める事に関心を持って頂いています。アミーゴ会は会が企画し実行する色々な活動を通じて私達の

友情の促進に極めて顕著な役割を果たしている事は疑いありません。 
メキシコ大使館はアミーゴ会の努力と決意を高く評価しますと共に、私達の日本に於ける業務の

順調な展開とメキシコについての知識を深めて貰う為の最も身近な支援の一つであり続ける事を信

じています。 
 最後になりますが２０１３年が皆さんにとって良い年になりますよう祈念致して新年のご挨拶と

致します。  
敬具  

 
駐日メキシコ合衆国大使 

クロード・ヘレル 
[アミーゴ会訳・写真は大使館 HP より転載] 



私とメキシコ 

「皆さんの兄弟であるメキシコ国民」 
 

                  前駐メキシコ大使 小野正昭 

 

メキシコから帰国して１年以上になりますが、メキシコに滞在した者のご多聞にもれず、この国への関心は

高まることはあっても衰えることはありません。それだけメキシコは奥が深く興味が尽きない国だと思います。

以下は私的感想です。 

 

「みなさんの兄弟であるメキシコ国民」 
2012年 7月から 8月にかけて福島県相馬市の子供た

ち 22名がメキシコ政府・民間の招待により、メキシコ

で夏休みを過ごし、現地の子供たちと交流の輪を広げ

ました。 

国家間の関係の礎は国民と国民の交流の積み重ねに

ある。私は常々そのように考えています。1609 年に千

葉県沖で難破したガレオン船を御宿の漁民が救った史

実に端を発した日墨両国民の交流は、太平洋を挟んだ

隣国として、はるか 4 百年以上前から「互いを助け互

いを利する」という善意の交流によって形作られてき

ました。両国はともに地震国であり、これまでも関東

大震災、メキシコ大地震、阪神淡路大震災でお互いに

助け合ってきました。 

「支援できることがあれば皆さんの兄弟であるメキシ

コ国民に遠慮なく声をかけてください。“Si podemos 
ayudarlos en algo, no duden que sus hermanos 
mexicanos estarán siempre dispuestos”」これは東日本大

震災直後、在メキシコ日本大使館の記帳簿に寄せた中

学生マリアさん（カルデロン大統領の長女）のメッセ

ージです。「皆さんの兄弟」という呼びかけは、メキシ

コ国民議会の日本支援決議にも「兄弟国日本との連帯」

という表現で発せられています。このことは日本に兄

弟のような親しみを感じているメキシコ人が少なくな

いことを示しています。この親しい関係は一朝一夕で

出来るものではなく、両国の国民の息の長い努力の賜

であります。ここで、あまり知られていない両国民の

歴史的つながりを幾つか紹介したいと思います。 

 

日本とメキシコを結ぶ米国の存在 

近代史における日本とメキシコの関係を振り返る時、

米国の存在が、いかに両国の命運を左右してきたか、

また同時に、米国が両国の絆を強める役割を果たして

きたかが見えてきて興味深い。以下はその一例です。 

時期は異なるが、両国ともに米国と戦い、そして敗

れた屈辱の歴史があります。 

1845 年独立後の混乱期のメキシコは、マニフェス

ト・デスティニー（膨張の天命）を掲げる米国にすき

を突かれテキサスを失い、米墨戦争をしかけられ、国

土の半分を失いました。この時、対メキシコ戦で戦果

を挙げた米軍人の一人が、それから 6 年後に、日本を

開国させたペリー提督です。ペリー提督は幕府との交

渉においてメキシコ戦での体験を積極的に活用しまし

た。1852 年、日本遠征の途次ペリーは、ポルトガル領

マデイラからケネディ米海軍長官あての書簡の中で、

メキシコでの経験をもってすれば「日本は米国の圧力

に屈服した後、いずれは、かつての敵、米国を友人と

みなすようになる」と自信のほどを述べています。 

ペリーは、自ら監督として建造に携わった最新のフ

リゲート艦ミシシッピ号で 1847 年ベラクルス砦を攻

撃、4 日後にはメキシコ軍を平定しました。この時の

戦略は、敵に必要以上の圧倒的戦力を見せつけて戦意

を失わせ、降参させたのちに懐柔する戦法です。まさ

に、1853 年に江戸湾で同じミシシッピ号により幕府を

恫喝し、屈服させ、懐柔した戦法です。幸いこの時は、

ベラクルス砦を攻撃したペクサン砲（炸裂弾）は火を

噴かずに済みました。日本側との交渉において、ペリ

ー提督は、林大学頭に対し「最近、米国は、メキシコ

戦で勝利しメキシコ市を占領した。（日本との）戦争の

準備はできている。事と次第によっては、日本も同じ

苦境に立つであろう。」と威嚇し、幕府側に、念のため

必要な時に使用するよう白旗二流を差し出したり、老

中阿部正弘にケンダルの絵入り書「米墨戦争」を贈呈

したり、と徹底したゆさぶりを掛けました。ペリーは、

対メキシコ戦争の勝利を対日圧力の梃にしたのです。

(因みに幕府側はペリーが来る前、既に米墨戦の顛末は

承知していました。) 

司馬遼太郎は、「日米間の尽きざるゲームは、この

1853 年から始まる・・・幕末の騒乱はペリーのドア破

りから起こり、15 年後に明治維新が成立した。」（『ア

メリカ素描』）と書いています。 

1867 年が日本の近代化の始まりであるとすれば、メ

キシコもまさにこの年にマキシミリアンの帝政が倒れ、

フアレス大統領の近代化が始まる年でありました。こ

の時、仏国が支援するマキシミリアン軍に対し、守勢

に立ったフアレス軍に資金と弾薬を提供し、挽回を可

能にしたのが米国でした。まさに「昨日の敵は今日の

友」が歴史の現実です。しかし、メキシコ人の反米感

情が消えたわけではありません。 

尚、それから 80 年後の日米開戦に際し、メキシコは

やむなく米国と共に対日宣戦を布告しましたが、多く

のメキシコ人は、心の中では米国よりも日本を応援し

ていたという話は、今でも語り継がれています。また、

戦後、メキシコは 1948 年の国連総会で、日本との講和

条約締結を提案し、日本の国際社会への復帰を積極的

に支援してくれました。 

 

科学の黒船の来日 

記憶に新しいことですが昨年 6月 6日，金星の太陽

面通過が話題となりました。そのめったにない機会の

一つが約 140 年前、1874 年（明治 7 年）12 月 9 日に

訪れました。メキシコ政府は、自らの科学技術の高さ

を国際社会に示す絶好の機会であるとして、国内的に

は困難な時代でしたが、観測に最も適したアジアに観



測隊を送る英断を下しました。当初、ディアス・コバ

ルビアスを団長とする金星観測隊は、中国での観測を

予定していましたが、移動の途次、サンフランシスコ

で日本の領事の話を聞き、領事から横浜市への紹介状

も得たことから中国行きを急遽変更して日本で観測

することになりました。開国直後の明治ほど日本が、

海外から学ぶことに熱中した時代はありません。メキ

シコの天体観測隊を乗せた船は、日本にとって 200 年

に亘る鎖国後初めて迎える科学の黒船でありました。 

一行が横浜に到着した際、横浜税関長柳谷謙太郎氏

は、即座に全面協力を約し、観測機器の船荷をほどく

どころか一切検査せずに個人の荷物までその日のうち

に通関の取り計らいをしてくれました（『ディアス・コ

バルビアス日本旅行記』大垣貴志郎・坂東省次両氏訳）。

尚、柳谷謙太郎氏は柳谷謙介元外務次官の祖父にあた

り、横浜税関長の後サンフランシスコの領事として条

約改正に尽力されました。明治政府は、外国人居留地

外の滞在を認めなかった当時の政策にも拘らず、横浜

野毛山に観測所の設営を認め、海軍士官らの応援を送

り、できるだけの便宜を図りました。開国後間もない

新政府が、在外公館、外務本省、横浜税関等国内官庁

間で示した迅速な連携プレイは見事というほかはあり

ません。 

日本の対応にメキシコ側は深く感銘を受け、帰国後

コバルビアスは日本人の優れた国民性を讃えて、日本

との外交関係の樹立、日本人移住者の受け入れを政府

に進言する等、後のメキシコの親日政策の伏線となり

ました。観測隊が成功裏に観測を完了した後、田中不

二麿文部大輔は「西欧列強が武力でアジアに進出して

いる時、メキシコは科学の手を差し伸べてくれた」と

感謝の辞を述べています。 

 

酸いも甘いも共にする 
2007 年の暮、私は日墨協会の当時の戸田会長、菅原

副会長と共にグアテマラとの国境に近いメキシコ南部

チアパス州のアカコヤグア村を訪問しました。その村

の公園にある記念碑の前で、110 年前に入植した先駆

者の足跡を偲んで黙祷を捧げました。その記念碑の正

面には「榎本植民記念」、その裏面には「夏草やつわも

のどもの夢のあと」（植物学者松田英二書）、その定礎

に 35名の移住者名が刻まれていました。 

その多くが二十歳代の青年でしたが、逆境を乗り越

えてメキシコの熱帯僻地に踏み止まり、現地社会に多

大の貢献をし、ここに顕彰されることになったもので

す。（彼らの奮闘記は上野久著『サムライたちのメキシ

コ』（京都国際マンガミュージアム）に詳しく、一読を

お勧めしたい。）彼らの残したサムライ魂の元をたどれ

ば、やはり榎本武揚の植民思想にたどり着きます。 

1891 年（明治 24）8月 8日付で外務省官房に移民課

が設置されますがその時、榎本外務大臣は自分の意見

を各紙に掲載し、「海外植民の事業は目下内外に対する

一大急務なり、けだし外においては「国民の品位」を

改良し、内においては社会の生計を補助するはこの事

業を措いて他に其の比を見ざるが故なり・・・」と述

べ、最近の出稼ぎ移民の中には無頼漢も少なくないた

め米国政府の移民渡航制限条例が出されるなど問題が

生じている。このためメキシコをはじめ新しい移住地

では今までの「出稼ぎ移民」ではなく、あらかじめ土

地を確保し、日本の資本と労力を注入し、その国の経

済に貢献する「定住移民」を送るべきであると主張し

ています。 

その後、1893 年（明治 26）植民協会の会長となった

榎本武揚は、同協会の評議員である小村寿太郎、近衛

篤麿、金子堅太郎等と共に「移住植民」の意義を掲げ、

その中で、「移住事業は日本の国是である、人口問題を

解決し、海上交通及び貿易を活発化する、わが国の人

心は多年の鎖国政策のため畏縮し、封建割拠が久しく

行われ、各党派の間に異を立て、争いを生ずるの弊な

しとせず（中略）、殖民の事業は大いに対外の精神を発

揮し、その志を広げ、かつ新知識を輸入して我が国の

人心を一新する重大な開国政策である」としています。

これは今から 120 年も前の政策提言ですが、現在の閉

塞感に満ちた我が国、畏縮しがちな日本人にも参考に

なると思います。 

さらに、なぜメキシコなのかについても榎本武揚は

殖民協会創立演説において明確に説明しています。当

時のポルフィリオ・ディアス政権が他のラテンアメリ

カ諸国の政権より安定しており、農業・水産・鉱物資

源が豊富、メキシコ官民共に日本からの移民を要望し

ており、その容貌・性格が類似し、相憐れむ国民性を

挙げています。正しい指摘だと思います 

このような大なる構想のもとに、中南米で最初の移

民、前述の 35名が 1897 年（明治 30）メキシコのチア

パス州に派遣されます。しかし、現実は事前の調査不

足、最終的には資金不足もあり当初の計画はことごと

く挫折しますが、榎本移民の多くはチアパス或いは他

の地域において再生の道を探求し、日本移民としての

名誉を汚さず地域社会への貢献を通じその評価を高め

てきました。 

現在、メキシコ全土で約 2 万人の日系人が活躍して

います。彼等はその土地の規則や習慣を尊重し、現地

の住民と協調して地域の経済的発展に貢献してきまし

た。同時に、彼等の多くは日本人の血を引くことに誇

りを持ち、身を粉にして働き、勉学に勤しみました。

日系移民の歴史には、メキシコ革命、第二次世界大戦

といった受難の時もあり、この時期を乗り越えるため



に払った犠牲の大きさは想像に難くありません。 

しかるに、日本人移民はメキシコ革命のような国内

問題を自らの問題と捉え、外国人であるにもかかわら

ず、温かく迎え入れてくれたメキシコに共に暮らして

いるという理由から、メキシコ人と同様の自己犠牲を  

払う決意をしました。 

ここで日本人移民がどれほど深くメキシコを愛し

ていたかを示す史実―それは現代の我々にはにわか

には理解できない行動です―があります。 

 

“我らの第二の故郷メキシコ” 
1922 年、10年続いたメキシコ革命が終焉を迎えると、

アルバロ・オブレゴン大統領は外国人に対して革命中

に被った損害の賠償を約束しました。しかしながら、

チアパスに住む日本人達は前述の信念から、大統領に

対し損害賠償を受ける権利を放棄する旨伝えました。

その書簡の抜粋を前述の「サムライたちのメキシコ」

から以下に引用したい。 
1.在留外国人が過去 10 か年の革命中蒙った損害を補償

するため、メキシコ政府が賠償委員会を設立したことを

謝す。 

2.しかし、我々の考えとしては、一国の進展のために革

命をもってするのは自然の方法であり、メキシコ在留の

外国人といえどもメキシコ人と同様の犠牲を払うべきは

当然である。 

3.チアパス州に在住する日本人も莫大な損害を蒙った

が（時価 30 万ペソ）、その損害を要求するのはエゴイズ

ムと称すべきである。 

4.よって貴大統領及び公使館に対し、チアパス州の在留

邦人は政府委員会が申し出た損害賠償請求権を放棄する。 

5.損害額は零細な階級にある日本人に多くあったが、革

命中政府官軍及び革命軍のいずれよりも一度として屈辱

を受けたことなかりしを感謝する。 

6.農業、商業に従事した邦人が 1910 年以来 10 か年い

かに多くの損害を蒙ったにもかかわらず、我々コロニア

自らの出資によって三校の小学校を建設して町村に寄付

したことをもって、我らの感謝の真意を汲んでいただけ

ることができると思う。 

7.我らの第二の故郷であるメキシコが今後平和を取り

戻し発展することのみ祈る。 

 

更に、この事実は 1922 年 1 月 22 日付全国紙エル・

ウニベルサル紙に報じられました。その記事の日本語

訳を以下に引用したい。 

 

「革命の際の損害賠償請求と日本人」 
タパチュラ在住の日系人コミュニティーが大統領に対

して、革命中に被った被害に対する損害賠償請求を放棄

するという共同レターを出したということには大変感銘

を受ける。その後、チアパス州に住むほかの日本人も同

様に、個人的に請求権を放棄している。 

なぜ彼らはこのような態度をとったのか？それは、そ

の根拠は共同レターの署名者達が表明している、市民戦

争のような流血の惨事においては、外国人であってもメ

キシコに住んでいる以上、メキシコ人と同じ苦しみを味

わうべきだという考えにある。 

この考え方は、「酸いも甘いもともにする」（“así como 
están a las maduras, lo están a las duras”）というメキシコ（ス

ペイン語）の諺が示すところである。ただし、その国民

同士であればともかく、外国人が「酸い」をその国の国

民と共にするという考え方は非常に変わったものである。 

メキシコ政府は外国人に対して、彼らが革命的行動の結

果被害をこうむった場合、その損害補償を保障している。

この点、外国人に対してはメキシコ人以上の権利を保障

しているのである。 

日本人のこのような態度は論理性（法的根拠）に依拠

するものではなく、寛大さ、高貴さからくるものである。

誰が、火事や火山の噴火等の自然災害の際にその損害を

請求するであろうか。政府の意思によるものでないとい

う点で、社会現象（革命）を自然現象と同一視した場合、

外国人のみに対して認められる（メキシコ人には認めら

れない）損害請求という権利は大いに議論の余地がある。 

チアパスに住む日本人は「法的」な権利を無視し、「自

然」の権利を重視している。これにより、彼らはかれら

の寛大さからメキシコに対し、敬意を払っているのであ

るが、その行為により彼ら自身が尊く見えるのである。 

 

後日談を植物学者の松田英二が「日本人メキシコ移

住史」（1971 年）に書いています。 

 

“故伊藤敬一氏が在メキシコ公使館在勤中、チアパス州

在留邦人は損害の請求権を放棄する旨を決議した旨連絡

越したので同官は本省と連絡の上「わがチアパス州在留

同胞は外国人たるの故をもち、メキシコ人以上の待遇を

受けたることに謝意を表し、損害賠償を受けるを潔しと

せず、一切の請求権を放棄する」旨をメキシコの外務大

臣に公文で通報した処、頗る丁重な謝状を受けた事実を

述べ、さらにその後、メキシコが外国石油会社の利権を

接収してその賠償金を支払う要あった時、当時のメキシ

コ外務大臣は某国大使を外務省に招き賠償金を手交しつ

つ、日本在留民は率先して、メキシコ内乱に於ける損害

賠償権を放棄した事実を語り、メキシコ官民の謝意の存

する所以を述べた。と故人の旧懐談である。” 

 

90 年前にチアパスの日本移民がとった行動は、榎本

武揚が目指した「日本人の品位」の高さをメキシコ人

に強く印象づける出来事であったといえますが、同時

にその行動は、日本移民が困難に直面する度に、周り

の貧しいメキシコ人に助けられたことに対する感謝の

気持ちの表れであったのだと思います。 

 

メキシコから学ぶ 
在メキシコ日本大使館が最近、対日世論調査を行い

ました。調査は回答を選択する方式です。その中で「あ

なたが有している日本人のイメージ如何」という質問

に対する回答の選択肢に、肯定的な回答のみならず否

定的な回答を入れて、より本音を聴取する試みを行い

ました。結果は、「創造性がある、勤勉である」、とい

った肯定的評価に加えて、「理解困難、頭が固い、自己

中心的」との否定的回答が少なからずありました。兄

弟であるメキシコ人からの率直かつ貴重なコメントで

す。 

今日まで我が国は、「島国であること」と「限りなく

単一民族に近いこと」をその発展のよりどころとして

きましたが、同時にこのことが対外的に「理解困難な

日本人」のイメージ形成に繋がっているのではないか

と思います。日本及び日本人をより良く理解してもら

うため一層の努力と工夫が必要です。特に新興国との



間で、こころざしのある多くの若い人材が積極的に交

流できるよう、日本を外国人の住み易い社会に変えて

いかねばなりません。たくましい多民族国家として我

が国の対極にあり、また、共に非西欧の国として近代

化の歴史を有するメキシコとの間で学び合うことも多

いと考えています。      (2012 年 9月 20日記) 
 
[編集部注：小野大使のメキシコに関する他の論考は「霞関会(か
せみがせきかい)」のウエブで読むことが出来ます。下記の①は

｢メキシコに残るサムライの足跡･･･つわものどもが夢のあと｣、

②は｢メキシコと日本｣と題する論考のＵＲＬです。 
①http://www.kasumigasekikai.or.jp/cn3/sekaiachira.html 
②http://www.kasumigasekikai.or.jp/cn3/shinkoukoku.html 
｢対日世論調査｣の結果は以下の外務省ウエブで確認できます。

http://www.mofa.go.jp/mofaj/press/release/23/6/0609_03.html ] 
 
≪小野大使の魅力溢れる全写真は上記①②でご覧下さい。

本誌では大使提供写真より編集子が勝手選択しました≫ 
 

 
 

 
 

 



活動報告

2012 年アミーゴ会総会・懇親会開催報告 
 

事務局長 笠井道彦 
第 13 回アミーゴ会総会が 11 月 6 日(火)午後 6 時から、ゼスト・キャンティーン銀座店(メキシコ料理店)にて開催さ

れました。総会後の懇親会には 75 名の会員と大使代理のエリア・ソサ参事官も参加され、世界遺産のメキシコ料理

やテキーラ／ビールを賞味しつつ賑やかに和やかに終了しました。今年も島田明彦会員(群仙園)より寄贈された珍し

いサボテンを出席者全員に配布しました。総会議題はすべて承認され、新しい一年に向けた活動が確認されました。 
総 会 議 題 

総会の席上、上原会長より以下の報告がなされました。 
1.平成 23 年度(23 年 9 月～24 年 8 月)の主要活動報告 
・メキシコ歴文化講演会の開催(9/22) 
・『アミーゴ会だより』の発行(季刊 No.8～11) 
・行事後援：フィエスタ・メヒカーナ(9/15～16：東京)

とアレグリア・デ・メヒコ(8/11～12：横浜) 
・アミーゴ会西日本懇親会(9/16) 
・リセオホームステイ受入れ(7/7～9／男子 12 名/女子

14名)＊受入れ家庭(アミーゴ会員 5軒＋協力者 11軒) 
・秋期ゴルフ大会(10/16：24 名参加＠清川 CC) 
・御宿アミーゴ会 (7 月御宿アミーゴ会訪墨団) 

 4 月 アミーゴ会ゴルフ大会(11 名参加＠大原 GC)  
 10 月バルカサル･ﾃｶﾏﾁｬﾙｺ市長来日歓迎会出席 

・メルマガ配信＆問い合せ対応 
2,幹事･事務局長の異動 
・アミーゴ会西日本： 

退任：渡辺正明・葭谷 修の両氏が退任 
新任：瀬山雅博、曽我省吾、秦 清子、斉藤 仁 

・事務局長の交代：関口重雄氏が退任、笠井道彦が就任 
 
＊アミーゴ会幹事会：上原尚剛会長、玉置修一郎副会長 

幹事：(東京)石井あけみ、市井勇人、伊藤 勇、鴻巣

勝明、河嶋正之、瀬下昭直、中嶋 誠、南郷茂伸、日

笠 徹、森 和重、関口重雄、下条宗男、大石正樹、

酒田健治、事務局長 笠井道彦／(西日本)鹿内竣一会

長；事務局 伊藤宜則、市川啓一、大熊康雄、奥西保

彦、小茂田一希、斉藤 仁、出雲良治、瀬山雅弘、曽

我省吾、秦 清子／(メキシコ代表)遠藤滋哉 

3.平成 24 年度(H24 年 9 月～H25 年 8 月)の活動計画 
行事後援(フィエスタ・メヒカーナ等)／ゴルフ大会／

御宿アミーゴ会との交流／HP･メルマガの改善を検

討／季刊『アミーゴ会だより』発行／会則改正検討／

アミーゴ会西日本との交流等 

4.懇親会 
 挨拶：上原会長 
来賓挨拶：ソサ参事官 
乾杯：玉置副会長 
平成 23 年度決算報告 
平成 23 年度会計報告が事務

局長より報告承認されました。

また、南郷監査役より｢正確と

証する｣旨の報告がありました。

概要を下記します。 
・総収入： 1.020,435 円 
・総支出： 1,014,215 円 

主な支出：総会・懇親会      250,628 円 
       システム費・服務事務費 131,700 円 
       催事補助(2 年分)     105,000 円 
       通信・郵便費           81,180 円 
       ゴルフ交流会補助(2 回)  80,000 円 
       次期繰り越し金    1,989,180 円 
・会員数：登録会員 283 名（他に御宿会員 17 名／ 

海外会員 31 名[会費無料]） 
以上 

 
**************************************************************** 
 

アミーゴ会秋季ゴルフ大会 
幹事 鴻巣勝明 

 恒例のゴルフ大

会が 10 月 16 日に

神奈川県の清川カ

ントリークラブで

開催されました。

当日は良いお天気

に恵まれ、21 人の

アミーゴ・ゴルフ

ァーが素晴らしいコースで楽しく腕

を競い合いました。加えて参加者全

員に賞品が行きわたりましたので皆

さん大変喜ばれました。優勝（新ぺ

リア方式）は K.Line OB の前田昭

一さんでした。当日の懇親会席上で 
桜の時期にも集まろうとの要望が出

ました。是非ご期待下さい。 (了) 




